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一
、
序

倫

理

言

ミ

経

済

ミ

目

失

の

闘

係

四 z こ

れ)(へ)(ホ)(ュ)(ノ、)(ロ)(イ)吐伶伶
、、、、、、、令盟理

結滋賀諸経 wJ枇改とと
徳誼融情世骨良踏極
的事官r 琵組改 1;詣務官時
時 抵改 造に 良に とと
弊 o 良 心 於 白 於 の 白
山畦論三け現け闘交
承命者組る努る係捗
認改のに実力道に及

品 f苦闘聞に偲闘そ
響す純於的ナの

る情け元る特
何事る素聖典
守のー 誼

同道特 盤

EEfp色 苓
誼<;u νノ

l 越正
此

盤
化
e 

Z 

の
坊

言

グ
サ
キ

「
草
木
の
殺
生
し
て
止
ま

F
る
が
如
(
、

論

叢

( 

) 

財

部

静

治

倫
理
と
経
漉
と
の
闘
係

つ
ね
に
我
が
必
の
内
に
、
天
機
の
生
き
て
や
は
ら
ぎ
喜
ぺ
る
勢
の
止
ま

第
二
十
巻

(
第
一
晩
ニ

b
一一一)

.1: 



倫
理
主
魁
慣
と
の
聞
係ぷ

ノ
シ
ミ

F
る
も
り
あ
り
、
是
eT
名
づ
け
て
柴
吉
一
お
ふ
」
「
皐
ば

F
れ
ば
此
蛸
掃
を
知
ら
中
」
俗
人
は
「
な
慾
に
わ
づ
ら
は
き
れ

τ

此
梨
を
う
し
な
ム
」

Z
訓
へ

L
貝
原
盆
軒
の
所
訟
は
、
之
を
現
時
の
如
〈
経
済
自
由
制
度

ω下
、
平
氏
一
般
に
生

論

叢

第
二
十
巻

(
第
二
抗
二
七
四
)

寸二

回

計
に
逐
は
れ
、
表
花
秋
月
の
阿
季
循
環
、
自
然
滋
化
に
、
娘
奨
を
求
な
る
の
徐
裕
湘
究
止
〈
は
れ
行
〈
時
代
に
設
〈

場
合
、
来
し
て
平
氏
山
間
に
、
幾
何
の
報
束
力
を
布
し
得
べ
き
や
、
疑
な
さ
抽
出
は
A
Y
己
議
し
お
き
っ
、
、

さ
れ
ど

又
之
正
一
民
劃
に
、
現
時
経
済
上
に
於
り
る
商
人
に
つ
き
、
そ
の
経
済
行
潟
に
出
づ
る
の
動
機
を
槻
し
、
恰
も
古
人

が
毛
の
嘗
時
の
商
人
心
理
を
脱

L
化
る
が
知
〈
、

一
に
私
利
を
射
て
東
又
商
す
Z
設
ぐ
は

眼
玉
徐
り
に
小
き
貧

慾
哲
理
家
ご
い
I

ふ
べ
き
に
非
宇
や
ご
は
、
六
年
前

ω年
末
に
近
づ
き
て
、

一
雑
誌
に
寄
せ
し
「
協
力
論
」
の
緒
言

中
に
、
持
み
た
る
論
旨
た

b
、
世
間
時
一
恰
も
経
済
Z
道
徳
ご
の
関
係
如
何
、
倫
理
皐
古
級
協
相
場
ご
の
関
係
如
何
の
問

題
が
、
論
者

ω脳
挫
に
迷
執
苫
れ
つ
、
ゐ

b
し
は
、
同
論
文
中
に
自
臼
せ
る
が
如
し
、
爾
後
も
此
問
題
に
興
味
を

有
す
る
こ
ど
は
、
依
然
Z
し
て
倫
ら
ざ
り
し
仁
拘
は
ら
?
、
別
に
そ
の
研
究
を
深
刻
に
進
む
る
の
機
舎
を
得

g
h

き
、
今
本
誌
新
年
特
別
銃
殺
刊
の
摩
ゐ
る
に
賞
与
、
新
ら
し
き
論
題
か
は
挺
へ
て
静
思
す
る
の
伶
限
を
得
中
、
倉
皇

右
の
記
憶
を
辿
り
、
位
底
の
寄
稿
に
申
詳
け
の
添
涯
を
施
し
、
寄
稿
の
責
を
塞
〈
司
』
吉
、
せ

b
、
疎
忽
の
議
ち
は

素
よ
り
甘
ん
じ
て
之
を
受
〈
吉
雄
も
、
他
日
復
化
之
を
縁
由
ご
し
て
、
精
併
に
就
く
の
際
曾
に
接
せ
ん
己
欲
す
。

倫
理
準
は
一
般
道
徳
論

Z
し
て
、
吾
人
間
に
於
け
る
道
徳
生
活
の
格
言
た
ち
、
又
か
、
る
生
活
判
断
の
規
知
た



b
得
ぺ
き
、
諸
原
則
を
確
認
す
、
道
徳
生
活

Z
1
て
は
人
々
の
生
活
中
、
他
人
に
封
し
枇
舎
に
劃
す
る
諸
義
務

を
、
議
す
ぺ
き
程
度
に
於
て
之
を
問
ふ
、
是
等
の
義
務
は
家
族
、
地
方
自
治
鶴
、
及
会
民
祉
舎
の
一
一
組
成
員
ご
し

て
の
、
各
仰
人
の
義
務
た
ち
・
又
一
般
踊
一
祉
の
た
め
に
人
々
に
よ
り
組
成
苫
れ
た
る
、
諸
国
憾
の
義
務
允
る
ご
共

に
、
職
業
及
営
利
活
動
じ
於
り
る
、
各
倒
人
の
義
務
た
bJ
、
そ
の
中
に
は
白
か
ら
雇
去
の
労
働
者
に
謝
す
る
蕗

刷
局
、
融
労
働
者
の
雇
主
に
劃
す
る
彪
潟
、
勝
目
民
版
賞
、
商
品
引
波
、
土
地
家
屋
の
貸
借
、
仕
事
給
付
の
義
務
、
信
用

取
引
等
に
於
け
る
、
各
倒
人
の
慮
縛
も
合
ま
る
、
や
謂
ふ
迄
も
な

L
、
従
ひ
て
叉
倫
理
的
学
は
祉
曾
諸
島
T

の
一
科
、

却
も
枇
舎
倫
刊
正
じ
て
、
道
徳
律
の
見
地
よ
り
、
人
間
共
同
館

ω諸
枇
曾
朕
態
に
謝
し
、

M
A
毛
の
共
同
館
内
に
於

け
る
人
々
の
諸
行
然
に
劉

L
、
諸
要
求
を
脅
す
ぺ
し
、
印
ち
倫
理
皐
は
例
人
及
岡
民
が
、
そ
の
道
徳
生
活
の
目
的

を
果
す
た
め
に
、
遠
ゼ
ん
ど
努
む
ぺ
〈
、
叉
そ
の
義
務
を
菰
す
ご
吉
に
よ
り
、
之
に
近
づ
か
ん
ご
す
べ
き
、
理
想

的
道
徳
目
的
を
示
す
o

而
し
て
右
道
徳
的
枇
曾
紋
態
の
確
立
、
右
理
想
的
目
的
へ
の
接
近
は
、
園
民
経
済
の
諸
紋

態
及
経
済
上
に
於
り
る
人
々
の
庭
局
正
、

一
番
に
閲
係
あ
り
、
従
ひ
て
叉
倫
理
皐
は
国
民
生
活
に
於
け
る
此
範
園

品オ

ε、
そ
の
範
圏
内
に
於
け
る
人
の
諸
行
活
及
諸
施
設
己
に
つ
き
、
諸
原
則
諸
規
矩
を
設
定
す
ぺ

L
o
寅
に
現
時
に

あ
り
て
は
倫
理

t
燃
焼
生
活
ご
の
聞
に
、
矛
盾
あ
る
べ
き
に
非
る
こ
ご
、
倫
理
は
各
佃
人
に
つ
き
具
に
開
化
さ
れ

た
る
生
活
を
求
め
、
各
人
は
そ
の
正
賞
な
る
欲
謹
一
切
を
充
た
し
、
又
そ
の
諸
能
力
を
最
も
完
全
に
暢
達
せ
し
む

る
の
、
機
曾
を
牧
む
る
に
足
る
丈
け
の
、
物
質
を
供
給
せ
ら
る
べ
き
こ
ご
を
求
む
、
同
様
に
叉
貨
物
の
生
産
分
配

論

(
停
一
一
蹴
ニ
士
五
)

士
五

叢

倫
理
主
純
演
と
の
闘
部

第
=
十
品
世

持 Cf. Schonberg， VolkswirtおじlJaftslehre.r・4， Aufi. '96 S. 63・



請

叢

倫
理
と
緯
商
と
の
閥
係

第
二
十
巻

(
第
一
規
一
一
」

4

六

二
七
六

が
-
生
産
者
の
人
格
完
成
に
寄
奥
す
る
ご
同
時
に
、
枇
曾
一
般
の
改
良
後
違
に
も
、
寄
興
す
る
が
如
〈
替
ま
る
べ

き
こ
芭
を
求
む
、
有
名
な
る
備
蘭
西
の
一
哲
由
宇
岩

H
J
E
H
問。E
出
百
三
百
へ
る
が
如
〈
、
倫
理
事
は
元
来
道
徳
的
完

成
及
道
徳
的
問
個
値
の
事
問
た
る
や
、
経
済
準
が
一
冗
来
物
質
的
安
祭
及
債
値
の
血
中
間
記
る
ご
、

εの
越
を
同
じ
う

す
、
事
質
上
倫
理
皐
は
、
隣
人
及
赴
曾
に
掛
し
、
引
い
て
叉
吾
人
自
身
に
劃
す
る
関
係
上
、
吾
人
が
議
す
べ
き
諸

義
務
諸
本
分
を
決
定
し
、
而
し
て
経
糖
生
活
の
諸
行
動
全
部
も
、

M
A
 

h
，

J
Z
な
す
。

か
、
る
義
務
概
念
仁
よ
り
律
せ
ら
る
、
の
要
あ

素
よ
り
倫
理
ご
経
済
ご
は
、
ぞ
の
事
相
に
於
て
特
色
を
異
に
す
，
へ
き
は
謂
ム
迄
も
な
し
、
的
も
道
徳
行
錯
及
経

携
行
震
が
、
共
に
品
川
別
ゐ
る
一
行
勤
た
る
も
、

そ
は
佃
別
の
人
の
活
動
に
よ

h
て
賞
現
古
る
、
の
み
な
ら
や
、
共

同
種
の
活
動
に
よ
h
τ
も
亦
質
現
苫
る
、
こ
z
e
f
、
確
認
す
る
程
度
迄
は
、
倫
理
主
経
済
さ
共
通
の
愈
を
辿
る
正

雄
も
、
そ
の
以
外
に
於
て
二
種
行
動
は
物
健
に
よ
り
分
た
る
、
倫
理
的
共
同
盟
は
人

7
fの
も
の
に
閉
し
、
而
も

そ
の
精
紳
的
性
質
よ
り
、
流
れ
出
づ
る
意
志
の
方
向
、
従
ひ
て
そ
の
性
格
に
閲
す
る
も
、
経
務
的
共
同
躍
は
之
に

反
し
、
元
来
外
物
が
右
意
志
の
方
向
に
合
致
す
る
限
度
内
に
於
て
、
そ
の
外
物
に
関
係
す
、
問
者
は
行
潟
を
判
断

す
る
も
、
異
れ
奇
出
品
官
貼
よ
り
然
り
ご
す
、
郎
も
行
錯
は
倫
理
的
に
は
、

そ
の
行
銭
の
士
長
吉
な
れ
る
、
意
闘
に

鑑
み
て
評
痩
せ
ら
れ
、
経
済
的
に
は
そ
の
行
潟
じ
蹄
せ
ら
る
、
、
影
響
に
鑑
み
て
評
債
せ
ら
る
、
生
存
の
其
岡
山
臨

全
般
は
倫
理
的
な
る
も
、
経
済
的
た
る
は
外
界
貨
物
に
向
け
ら
れ
た
晶
、
共
同
鐙
の
表
明
に
限
ら
る
、
従
ひ

τ各

pp. 77. * Cf. Ely， An Infroduction to Political Economy. New ed. '01 

78.; Laveleye， F.lements d・economicpoiitque. 9・ed.'14 p. 8 



共
同
鐙
は
倫
理
的
影
響
を
有
す
る
も
、
経
済
的
影
響
は
必
然
各
共
同
館
に
伶
ふ
吋

L
r
す
イ
き
二
己
な

L
、
(
恨
令

ば
宗
教
共
同
瞳
に
つ
き
で
然
り
)
従

οて
倫
理
は
寧
ろ
多
〈
は
消
柿
的
た

h
、
柄
別
の
人
が
共
同
館
内
に
令
鰭
さ
れ
化

る
、
自
己
の
利
盆
を
害
す
る
こ
ご
な
〈
し
て
、
自
由
に
行
動
じ
得
ぺ
き
範
囲
を
劃
す
べ
き
境
界
を
一
市
す
も
、
経
済

一
政
略
に
士
山
L
、
共
同
館
内
利
盆
上
特
定
行
矯
を
、
達
成
せ
し
め
ん
ご
す
る
の
事

思
T

は
寧
ろ
多
〈
ば
積
極
的
に
、

情
を
生
中
、
仮
ム
ザ
ば
特
定
の
倫
理
織
込
ま
る
べ
き
、
一
宗
致
の
徒
に
あ
b
て
は
、
通
常
命
令
よ
り
も
寧
ろ
禁
止
を

合
む
、
諸
格
言
中
に
宿
さ
れ
た
る
倫
理
は
、
白
か
ら
堪
ゆ
る
-
』

F
T欲
せ

F
る
悪
事
を
、
他
人
に
加
ム
べ
か
ら
5

る
ニ
Z
を
湖
む
、

F
7
8
2
E
2
2
仁
よ

b
、
何
人
を
も
害
す
る
葉
れ
、
寧
ろ
出
来
る
・
式
け
凡
て
の
人
を
歌
ば
せ
よ

ご
の
趣
旨
の
下
、
説
か
れ
た
る
倫
理
の
最
高
原
則
、

2
0
E
5
E
F
E♂
日
目
。
ぃ

o
Eロ
gw
』

E
E
Z呂
田
以
C
門

2
・百
E
も

*
 

亦
否
定
を
先
立

K
L
め
、
積
極
的
給
付
は
僚
件
的
に
の
み
附
言
せ
ら
る
。

前
述
の
如
〈
経
済
も
亦
倫
理
に
，
よ
り
、
支
配
さ
る
ご
考
ム
る
貼
に
於

τは
、
そ
の
他
幾
多
の
貼
に
於
け
る
が
如

〈
、
古
〈

L
て
一
居
深
遠
な
&
る
概
念
へ
の
復
館
あ
り
き
、
卸
ち
吾
人
は
此
駄
に
つ
き
、
あ
ら
ゆ
る
経
済
的
研
究

を
、
倫
理
的
考
量
じ
従
属
せ
し
め
た
る
希
臓
人
、
特
に

E
E
o
及

〉
E
E
-
o
仁
遡
れ
旬
、
彼
等
は
決
し
て
「
如
何

い
ふ
こ
ご
り
み
を
問
ひ
し
こ
芭
な
〈
、
寧
ろ
ご
岡
氏
の
諸
経
済
的
施

に
し
て
闘
を
官
ま
し
め
得
べ
き
か
」
.
吉
、

設
、
諸
仕
組
の
秩
序
を
如
何
に
立
て
な
ば
、
全
日
公
民
の
最
高
桶
一
祉
が
、
最
も
よ
〈
振
興
さ
る
べ
き
か
」
を
問
へ
り

彼
等
が
解
済
界
に
求
め
(
所
は
、
人
の
身
的
智
能
的
及
道
徳
的
最
高
将
畿
の
た
め
の
、

一
基
礎
に
外
な
ら

y

b

論

叢

(
第
一
一
世
ニ
士
七
)

一七七

倫
明
と
紐
抽
間
企
の
闘
係

第
二
十
巻

Cf. GruntzeI， Theorie der Volkswirtschaft. '23 55. 195・ 196•4枠



論

叢

第
二
十
巻

-t 
凡

倫
理
と
担
演
と
の
閥
係

(
品
竺
挽
ニ
七
八
)

言
、
か
〈
て
彼
等
は
富
の
蓄
積
を
、
決
し
て
一
の
目
的
そ
れ
白
憧
ご
す
る
こ
=
な
が
り
き
、
表
よ

h
凶

Eo-ur
。=

特
に
又
宮
の
生
産
よ
り
も
、
そ

ω使
用
に
注
意
を
注
タ
た
る

は
、
経
済
皐
理
を
以
て
、
閥
家
又
は
佃

〉
ロ
ω門
C
同庁

人
が
そ
の
享
楽
の
追
随
及
宮
ゆ
使
用
上
、
則
る
の
要
あ
る
諸
規
則
の
研
究
鵡
し
た
り
、
近
時
経
済
開
学
者
中
最
も
博

皐
な
り
し
、
同
。
円

F
q
は
言
明
せ
り
、
「
古
代
事
者
仁
よ
ち
富
の
使
用
に
つ
き
、
誘
き
出
さ
れ
た
る
諸
規
則
は
、
凡

τの
事
柄
に
つ
き
て
の
紳
随
た
り
、
経
済
問
宇
ご
道
徳
ご
を
結
び
つ
く
伊
へ
き
閲
係
は
、
是
等
の
格
言
中
に
確
澄
せ
ら

る
」
吉
、
彼
等
の
眠
中
に
宿
せ
る
経
済
事
賞
は
、
炉
〈
制
限
せ
ら
れ
し
も
、
告
の
考
へ
方
の
一
般
傾
向
は
、
一
枇
曾
経

*
 

済
及
政
治
の
諸
題
目
に
閲
す
る
、
一
切
の
大
準
者
に
普
通
な
h
き
ご
謂
ム
も
過
言
な
ら
示
。
中
古
の
欧
洲
に
あ
b

て
も
致
合
は
、
枇
曾
生
活
の
諸
範
間
一
切
を
、
倫
理
の
諸
要
求
に
従
た
ら
し
め
ん
ご

L
、
又
一
時
の
間
多
少
の
成

功
を
牧
め
た
り
、
人
身
的
奉
仕
、
借
財
の
返
済
、
物
債
に
つ
き
、
規
律
ゼ
ら
る
、
所
あ
り
き
、
会
卒
代
田
E
z
m
Eヨ

主T

Y
且
-EHM
て
ふ
概
念
は
編
ま
れ
、
有
力
な
る
一
影
響
を
及
ぼ
せ
h
。
然
る
に
前
世
紀
不
信
心
時
代
に
至

h
、

革
命
的
唯
物
主
義
の
波
蒋
は
世
界
を
一
掃
し
、
爾
来
倫
理
正
経
済
£
を
離
反
せ
し
な
る
に
努
め
、
質
際
界
仁
あ

り
て
は
倫
理
を
経
済
の
下
に
立
た
し
む
る
に
至
れ
ち
、
赴
曾
生
活
の
高
備
な
る
諸
範
園
は
、

一
居
劣
等
な
る
も

の
、
助
け
た
ら
ん
こ
さ
要
求
せ
ら
れ
、
議
合
及
立
法
上
枇
舎
の
諸
問
題
を
論
十
る
や
、
そ
の
胸
中
に
宿
せ
る
大
眼

目
が
、
最
大
の
可
能
殖
産
に
存
せ
る
を
示
し
、
そ
の
見
解
上
人
道
的
考
量
も
、
生
産
増
進
の
考
量
に
営
面
し
て

は
、
之
を
曲
ぐ
る
の
要
あ
り
ご
す
る
が
如
き
仕
方
を
以
て

L
、
甚
だ
し
き
は
人
道
論
を
、
戚
傷
的
論
旨
正
し
て
酬
明

潟
す
る
が
如
吉
質
例
も
珍
し
か
ら
y
h
J
き
、
米
国
に
あ
り

τは
小
間
半
校
の
た
め
に
、
経
費
を
待
ん
ざ
す
る
が
如
き

* Cf. Ely. op. cit.， p. 77: L~'tVeleye. pp. 9， ro・
世誕 Cf. Ely， op. cit.， p. 118. 



際
に
で
も
、
民
衆
の
智
能
啓
畿
が
、
情
身
の
目
的
上
行
は
る
べ
き
の
大
旨
は
忘
却
せ
ら
れ
、
之
が
た
め
に
一
に
駐
舎

の
生
産
カ
を
増
L
、
又
は
官
の
掠
奪
を
防
?
の
致
ゐ
る
べ
き
を
、
立
詮
す
る
の
要
あ
る
こ
ご
珍
し
か
ら
噴
き
り
き
ご
せ

ち
る
、
高
雅
な
る
義
術
、
菅
臨
調
の
如
き
、
最
も
都
俗
な
る
物
質
的
考
量
言
、
大
に
遠
百
か
る
ぺ
き
も
の
は
、
何
れ

も
政
府

ω振
興
策
に
は
、
不
似
合
の
範
囲
ご
思
は
る
、
二
己
多
し
、
特
に
物
質
開
化
偏
重
の
品
開
弊
芭
じ
て
、
高
尚

な
る
理
智
は
開
発
さ
れ
争
、
性
格
を
着
賞
な
ら
し
む
る
な
〈
、
義
務
甑
念
ご
高
き
威
力
に
悦
服
す
る
の
信
念
ご
は

養
成
さ
れ
守
、

野
部
放
逸
な
る
享
融
市
欲
に
耽
溺
せ
し
め
、
た
め
に
叉
人
を

L
t
薄
志
弱
行
た
ら
し
む
ぺ
じ
、
中
に

も
経
済
上
の
強
者
に
し
て
、
同
時
に
傍
若
無
人
な
る
人
々
が
、
自
由
を
准
用
せ
る
は
、
税
近
枇
舎
に
面
倒
を
が
〈

る
の
、
貫
入
り
多
き
一
原
因
た
り
き
、
此
一
積
り
階
級
民
は
頗
る
彩
し
〈
起
れ
り
、
蓋
し
諸
穏
り
経
済
的
技
術
的
後

化
、
特
に
景
気
の
劇
滋
は
、
突
然
に
貧
者
を
富
ま
し
、
叉
鎖
物
放
出
也
地
、
都
市
勃
興
地
に
於
け
る
士
地
所
有
者
の

例
に
於
け
る
が
如
〈
、
屡
々
回
単
純
な
る
偶
然
に
よ
h
、
之
を
富
ま
し
め
た
れ
ば
な
り
、
然
る
に
か
〈
物
質
上
の
勢

力
を
、
新
た
に
叉
突
然
獲
得
す
る
こ
ご
に
件
ふ
、
諸
誘
惑
に
鈎
L
、
そ
の
欲
を
制
す
る
は
、
普
辺
の
人
備
に
ご
h'

て
は
、

一
大
苦
悶
な
h
、
品
性
野
部
な
る
者
は
、
之
に
耐
ゆ
る
を
得
す
、
成
上
力
者

3
2
3
5
口
町
民
主
及
偽
人

か
新
大
窪

D
E〈
2
5
E
n
F
g
ご
呼
ぺ
る
人
々
は
、
下
卯
た
る
唯
物
的
寿
修
の
、
風
致
壊
乱
的
先
例
を
閃
吉
、
品

性
野
郁
な
る
人
々
は
、
資
カ
の
徐
裕
ゐ
る
に
任
せ
、
之
に
倣
ひ
て
費
淳
子
、

か
〈
て
事
事
有
を
競
ふ
の
風
起
h

、
引

い
て
又
投
機
、
詐
欺
、
委
託
金
費
泊
、
姦
遇
、
避
雄
、
離
婚
、
自
殺
等

ω、
背
徳
現
象
は
頻
々

Z
L
て
岡
崎
る
、
而

論

叢

倫
理
と
糾
済
と

O
闘
係
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倫
理
と
経
済
と
白
岡
係

し

τ最
も
不
仁
な
る
雇
主
ご
し
て
、
祉
合
的
紛
議
を
重
大
な
ら
し
め
し
若
も
、
民
ら
〈
は
か
、
る
成
上
b
者
山
中

に
後
見
さ
る
べ
し
時
か
、
る
時
蓮
に
際
曾
し
て
、
経
済
間
半
ご
倫
理
問
中
古
関
係
ゐ
る
こ
ぜ
は
、
屡
々
拒
ま
れ
た
b
、

否
俗
人
間
に
あ
り
て
も
。
亦
雨
者
の
間
賞
際
の
衝
突
あ
ち
正
す
る
の
観
念
行
は
る
、
ゃ
、
「
大
倉
鶴
麦
翁
」
ご
題
せ

る
本
に
は
、
「
石
ニ
ろ
入
b
の
耀
誌
」
を
設
品
ご
す
る
や

Z
の、

一
読
者
よ
り
の
問
に
劃
し
、
「
賞
節
そ
ん
な
正
直

な
了
見
で
は
、
金
持
に
な
れ
ぬ
」
ご
の
、

一
記
者
の
観
想
明
か
に
之
を
詮

L
て
依
り
あ

h
(大
甑
毎
日
新
聞
一
四
、
丸
一
一
一
一

就
品
世
間
)
外
観
上
か
、
る
衝
突
め
b
t
す
る
の
概
念
は
、
砂
〈
ご
も
〉
-
m
E
F
に
遡
b
て
、
之
を
伺
ひ
得
ぺ

L
、

義
L
氏
は
経
済
問
中
り
頑
菅
楓
せ
ら
晶
、
「
諸
闘
民
的
富
」
を
以
て
、
道
念
を
も
取
扱
ふ
べ
き
一
大
系
統
論
の
、

に
外
な
ら
守
正
せ
る
も
、

そ
の
経
済
間
半
系
統
論
の
基
礎
は
、
之
を
刺
己
の
原
則
に
お
き
、
倫
理
の
系
統
論
を
、
同

情
の
原
則
り
上
に
立
て
た
れ
ば
な
b
、
か
〈

τ人
間
行
動
の
ニ
主
要
勤
機
は
、
財
布
及
良
心
ご
し
て
勢
立
す
る
も

の
Z
せ
ら
れ
、
前
者
は
経
済
人
に
よ
り
代
表
せ
ら
れ
、
后
者
は
道
徳
家
に
よ
り
代
表
せ
ら
る
、
而
し
て
そ
の
雨
者

間
に
は
制
和
り
詔
な
き
衝
突
ゐ
h
、
経
済
率
ピ
倫
理
亭
ご
は
、
互
仁
何
等
の
関
係
を
有
せ
す
ご
の
、
見
解
は
起
れ

iw枠

b
。
賞
に
経
済
曲
学
研
究
上
抽
象
的
個
人
主
義
的
傾
向
を
奉
じ
、
経
済
界

z道
徳
田
抑
ご
を
厳
重
に
分
も
、
経
済
界
に

ゐ
b
て
は
私
慾
主
義
の
み
決
定
的
動
機
た
る
べ
し
ご
観

L
、
物
界
を
そ
の
物
質
的
方
面
に
よ
h
J
て
の
み
考
察
し
、

(
従
ひ
て
人
間
が
費
抑
制
的
使
用
よ
、
決
心
す
べ
き
諦
目
的
、
換
言
す
れ
ば
糎
掛
問
題
に
件
ふ
心
的
遺
徳
的
方
面
位
、
之
を
不
問
に
付
す
)

出
来
る
女

り
無
制
限
な
る
私
慾
的
努
力
に
よ
b
、
個
人
的
利
盆
を
計
ら
ん
ご
す
る
が
た
め
仁
、
惹
起
き
る
べ
き
闘
民
経
糖
獄

ed. '08 pp. 32， 33 

部

品 Cf.Ely. op. cit.， pp. 77. 50 
初持 Cf.Seligr.lan， Principles of Economics， 3 



態
h

官
、
そ
の
尋
常
又
最
良
な
る
紋
態
ご

ιて
演
鐸
せ
る
閲
は
、
経
済
準
に
一
の
倫
理
的
問
晶
子
悶
た
る
特
質
は
備
は
ら

r
d
b
き
、
そ

ω営
時
斯
撃
の
数
理
吉
、
倫
理
問
中
の
数
理
ご
の
問
、
直
接
衝
突
ゐ
り
き
。

き
れ
ど
現
時
の
見
解
は
之
ピ
そ
の
趣
を
異
に
す
、
現
今
倫
理
問
申
は
法
皐
政
治
率
Z
等
し
〈
、
ぞ
の
基
づ
〈
所
一
冗

来
社
曾
的
な
り
、

一
切
の
個
人
倫
理
は
社
合
倫
理
の
所
産
振
生
な
b
さ
せ
ら
る
、
善
悪
の
異
概
念
は
一
克
来
一
の
枇

曾
的
概
念
ご
し
て
起
与
、
后
じ
個
人
に
移
さ
れ
た
り
、
人
は
吐
曾
内
に
位
行
を
以
て
、
一
公
盆
を
増
す
ぺ

L
Z
認
め

ら
れ

L
も
の
は
、
何
事
に
で
も
道
徳
の
準
縄
ピ
思
は
る
、
に
至
れ

h
、
蓋
し
会
盆
に
資
せ
す
、
又
は
之
に
惇
る
-
』

z
e
T
な
さ
ん
芭
固
執
す
る
個
人
は
、
結
局
一
枇
曾
を
滅
落
に
終
ら
し
む
べ
く
、
従
ひ
て
吐
曾
の
一
員
た
る
べ
き
、
偶

人
自
身
の
滅
落
を
も
招
〈
べ
し
、
故
に
不
知
不
識
道
徳
の
準
細
た
る
に
至
る
べ
き
も
の
、
俄
h
に
数
用
に
存
す
ご

せ
ぱ
、

そ
は
倒
人
的
放
用
に
非
中

L
て
、
枇
曾
的
数
用
に
あ
り
・

E
直
は
最
良
の
政
略
な
b
z
一
一
回
ふ
場
合
、
正
直

な
る
ニ
ご
に
よ
b
常
に
特
定
の
人
に
、
盆
ゐ
b
t
す
る
こ
Z
を
意
味
せ
争
、
蓋
し
吾
人
以
不
幸
に
し
て
之
に
反

す
る
事
例
を
知
れ
ば
な
b
、
五
日
人
の
意
味
す
る
所
は
、
正
直
を
以

τ一
肱
曾
の
た
め
に
最
良
川
り
政
略
な
り
ご
す
る
に

あ
b
、
従
ひ

τ個
人
の
た
め
に
一
様
に
正
常
正
せ
ら
る
、
に
至
れ

h
、
幾
年
代
も
こ
の
経
験
を
重
必
る
に
従
び
、

キ
ヤ
テ
ゴ
リ
カ

w
・4A
Eベ
ラ
チ
ヴ

hrf
て
叉
道
徳
訓
Z
し

て

の

、

至

上

命

令

右
の
結
論
及
之
さ
同
様
な
る
結
論
を
、
人
の
一
本
能
化
せ
し
め
、

の
存
在
を
確
認
す
る
に
歪
れ

h
、
人
の
杢
倫
理
的
後
反
は
、
を
の
行
動
を
理
想
的
枇
曾
瓶
一
肱
に
合
致
せ
し
む
る
に

*
 

あ
b
。
素
よ
り
倫
理
皐
は
従
来
人
を
、
孤
立
の
一
個
人
Z
し
て
考
ふ
る
こ

Z
に
、
徐
'P
に
専
ら
な
h
し
こ

Z
ゐ
る

論

倫
酬
と
純
情
と
の
聞
係

叢

(
第
一
一
瞬
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λ 
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も
、
現
在
及
将
来
に
於
け
る
之
が
進
歩
は
、
明
か
に
諸
枇
曾
関
係
の
吟
味
に
存
す
、
買
に
倫
理
皐
は
之
を
一
位
曾
諸

閉
品
干
の
一
つ
ご
す
る
に
非
る
限
り

一
の
資
際
的
存
在
を
有
し
得
ペ
き
や
、
凝
問
ご
な

L
得
べ

L
、
而
し
て
経
済
的
学

は
倫
理
由
学
か
、
経
済
生
活
畿
展
ψ

一
指
針
ご
し
て
、
授
く
べ
き
も
の
を
受
り
入
る
・
唯
倫
理
的
諸
概
念
が
一
切
の

枇
曾
生
活
を
支
配
す
ぺ
き
程
度
は
、
時
及
蕗
に
よ
り
厚
薄
な
き
を
得
中
、
古
来
東
洋
諸
凶
民
の
経
済
生
活
が
、
倫

理
的
諸
原
則
の
支
配
下
に
あ

h
し
は
、
帥
間
近
西
洋
諸
凶
民
の
経
済
生
活
に
つ
き
て
、
見
る
よ

b
も
一
府
濃
厚
な
り

き
、
東
洋
山
倫
理
的
諸
原
則
は
、

そ
の
性
質
上
或
は
西
洋
倫
理
の
現
様
準
の
如
〈
、
高
め
ら
れ
た

b
ざ
す
る
を
得

一
日
一
か
、
る
原
則
正

L
て
立

τら
れ
た
る
も
の
が
、
民
衆
の
生
活
に
浸
み
一
旦
れ
る
が
如
き
は
、
現

り

M
h
x
k

在
の
西
洋
に
見
。
さ
る
所
た
り
。

中
古
す
る
も
、

，
倫
理
準
吉
岡
民
経
済
ご
の
一
新
闘
係
を
以
工
、
腕
近
岡
民
経
済
の
特
色
ゐ
る
一
特
徴
ご
す
べ
き
は
、
前
世
紀

中
経
済
紋
態

ω態
様
に
、
重
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
、
現
に
又
及
ぼ
じ
っ
、
あ
る
も
、
従
前
に
ゐ
り
て
は
全
〈
存
せ

守
、
存
す
る
.
も
進
め
る
程
度
に
於

τ然
b
z
す
べ
き
こ
ご
な
か
hノ

L
、
二
現
象
起
れ
る
に
よ
る
も
の
な
り
、
そ

ω

一
は
倫
理
吉
岡
民
経
済
之
の
問
、
何
等
の
矛
盾
存
す
ぺ
き
に
非
子
、
道
徳
律
は
国
民
経
済
を
も
律
す
ぺ
〈
、
経
済

上
に
於

τト
履
行
さ
る
べ

L
、
悶
民
経
済
は
批
曾
生
活
国
民
生
活
の
道
徳
的
一
現
象
た
る
べ
じ
ご
す
る
の
見
解
、

勝
利
を
占
む
る
に
至
れ
Z
こ
さ
な
旬
、
そ
の
ご
は
諸
開
化
図
民
が
、
閥
家
生
活
、
抽
出
千
問
及
枇
曾
上
仁
於
t
、
道
徳

律
仁
則
b
J
て
行
動
せ
ん
己
、
熱
心
に
努
力
す
る
こ
ご
な
b
、
時
代
の

一
符
牒
ご
す
べ
き
も
の
、
幾
分
か
該
に
あ

持 Cf.Seligmnn. op.cit.. p. 33 

詩吟 Cf. Ely， op. cit.， p. II8. 



h
、
素
よ
り
従
前
の
閤
民
経
臨
胴
上
、
道
徳
論

ω
諸
要
求
を
充
た
す
こ

tder、
会
く
努
め

g
b吉
正
設
か
る
べ
き
に

非
宇
、
唯
倫
理
ご
図
民
経
済
ご
の
聞
に
、
何
等

ω矛
盾
与
す
べ
き
に
非
る
こ
こ
、

一
般
に
原
則
的
に
承
認
せ
ら
る

る
こ
ご
な
か
り
き
、
叉
劉
民
経
済
に
於
け
る
道
徳
的
一
克
素
承
認
せ
ら
れ
歩
、
又
は
充
分
に
曾
重
せ
広
一
る
、
こ
ご
な

か
b
b
c
、
而
し
て
此
元
d

系
を
賞
現
せ
し
む
る
仁
努
む
る
こ
ご
を
以
て
、

一
般
経
憐
政
策
及
特
別
耽
合
政
策
を
、
決

定
す
べ
き
一
原
則
ご
す
る
ニ
正
な
か
ち
き
、

か
く
て
閤
民
経
済
に
於
げ
る
道
徳
的
一
冗
素
を
認
識
せ
る
こ
ぜ
、
之
を

質
際
に
寅
現
せ
し
め
、
道
徳
論
ご
寅
際
経
済
拭
態
ご
の
衝
突
を
、
排
除
せ
ん
ご
劣
む
る
-
』

Z
は
、
恰
も
前
世
紀
に

於
け
る
大
改
良
及
現
在
改
良
運
勤
の
、
本
源
的
一
因
子
た

b
、
か
〈
て
之
を
以
て
特
色
ゐ
る
一
特
徴
椀
す
る
の
要

之
を
不
同
に
付
せ
ん
か
、
時
制
廷
闘
民
経
済
り
今
日
に
至
る
迄
の
後
達
ぜ
も
、
現
時

ω大
枇
曾
運
動
を
も
、

正
賞
に
了
解
し
得
F
ら
ん
時
尤
も
貴
地
政
策
上
に
ゐ

b
て
は
、
倒
人
に
封
す
る
必
要
干
渉
が
、
道
徳
上
物
質
上
の

ゐ
り
、

耐
而
に
照
し
、
杢
館
ご
し
て
の
図
の
た
め
に
何
が
良
策
た
る
か
、
深
〈
考
へ
た
る
上
に
て
決
行
さ
れ
す
、
気
紛
れ

持
品
内

又
市
守
一
但
的
に
行
は
る
、
の
観
ゐ
る
が
た
め
に
、
惜
な
に
係
り
ゐ
る
こ
正
ゐ

h
、
吾
人
は
我
邦
政
治
の
寅
際
に
暗
き

'T
以
て
、
立
入
ち
た
る
評
論
は
之
を
悟
る
も
の
な
り
ご
雄
も
、

直
接
枇
曾
政
策
を
快
山
手
す
べ
き
、
我
邦
官
臨
刷
局
謀

の
改
康
伸
縮
、
近
年
頗
る
頻
紫
に
行
は
る
、
見
、
右
の
如
当
時
弊
金
〈
な
し
ご
す
る
を
得
べ
き
か
、
疑
な
き
能
は

す志

右
の
如
〈
倫
理
は
計
委
さ
れ
た
る
諸
赴
曾
改
良
に
、
手
綱
を
授
〈
ぺ
し
ご
観
す
る
ご
ご
に
つ
き
て
は
、
現
資
源

諭

第
二
十
を

(
弗
一
蹴
ニ
λ
=
一)

三
九
三

5藍

倫
明
と
総
怖
と
の
銅
係

Cf. Shiinb引 'g.op. cit.. S5. 03. o4 
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前

叢

倫
却
と
総
辞
と
の
関
係

第
二
十
巻

(
第
一
説
ニ
八
四
)

ス;
叫

経
済
閣
申
岩
を
以
て
自
認
せ
る
、
向
学
者
に
よ
り
て
も
反
謝
ゐ
る
こ
ご
も
注
意
す
る
の
値
ゐ

h
、
即
ち
の
円

E
R巳
は
惟

へ
ら
〈
、
「
倫
理
吉
経
済
ご
の
間
に
、
矛
盾
必
在
す
ぺ
き
に
非
る
や
確
か
な
り
、

さ
れ
H

と
経
済
行
局
に
つ
き
て
も
、

倫
理
的
に
動
機
づ
け
ら
る
ご
考
ふ
べ
き
も
の
ご
せ
ん
か
、
国
布
な
る
一
間
半
間
の
必
要
は
、
会
く
失
は
る
ぺ

L
、
風

俗
及
怯
律
は
経
済
活
動
の
開
化
的
保
件
な
り
、
そ
の
経
憐
行
震
が
ぞ
の
範
園
内
を
自
由
角
逐
場
裡
ざ
す
ぺ
〈
、
従

ひ
て
道
徳
上
無
関
心
だ
hJ
得
ぺ
吉
、
全
域
域
に
外
な
ら
す
、

一
経
務
現
象
は
最
初
に
は
経
済
的
痕
値
判
断
を
、
下

す
の
機
曾
を
奥
へ
、
叉
多
〈
は
か
、
る
機
舎
を
奥
ふ
る
こ
ご
女
げ
に
限
ら
る
べ
し
、
倫
理
的
慣
値
判
断
を
下
す
の

機
舎
を
生
ナ
ペ
き
は
、
風
品
嵐
山
り
侵
犯
を
見
る
べ
き
場
合
に
始
め
て
然

h
、
従
ひ

t
倫
理
は
経
済
行
震
の
大
部
分
に

っ
き
阿
は
る
、
こ
ご
な
し
、
礎
僚
の
行
om
に
つ
き
問
は
る
、
ご
す
る
も
、
消
極
的
に
然
る
の
み
、
創
も
倫
理
が
経

務
行
潟
に
、
最
上
の
限
界
を
下
す
ヨ
」
正
に
よ
b
て
然
、
ぅ
、
従
ひ

τ経
済
政
策
上
積
極
的
目
的
を
主
つ
る
が
だ
め
-ι

は
、
会
〈
不
用
な

b
、
唯
倫
理
に
於
て
も
経
済
事
に
於
て
も
、
人
間
活
動
の
目
的
ご
し
て
立
て
ら
る
べ
き
、
一
公
共

幅
一
肱
又
は
問
民
の
繭
祉
を
説
〈
こ
芭
に
よ
り
、
混
和
惹
起
古
る
、
は
確
か
な
b
、
さ
れ
げ
と
そ
は
共
同
健
が
倫
理
的

に
も
経
済
的
に
も
、
意
義
を
有
す
る
こ
子
伊
』
語
る
以
外
に
何
事
を
も
語
ら
中
、
之
に
つ
き
雨
者
の
職
分
は
異
れ

h
、
蓋
し
人
の
行
動
は
倫
理
的
に
は
、
人
生
表
明
の
金
賞
現
を
包
括
し
、

か
く
て
共
同
館
正
之
に
結
合
さ
る
、
倒

別
の
人
ご
の
、
関
係
に
闘
す
る
も
、
そ
の
行
動
は
経
済
的
に
は
、
欲
望
充
足
の
た
め
の
計
に
ゐ
り
、

か
〈
て
共
同

醐
面

Z
外
国
抑
物
櫨
正
の
関
係
に
闘
す
、
従
ひ
て
経
済
政
策
は
そ
の
政
樹
を
そ
れ
白
鶴
の
み
に
求
む
べ
く
、
之
を
倫
理



に
求
h
u

べ
当
に
非
す
」
J 

" 、

さ
れ
ど
倫
理
は
消
極
的
な

b
ご
せ
る
氏
の
主
張
に
は
、
幾
分
か
偏
狭
の
鎌
あ
る
が
如

f
な
る
の
み
弘
ら
宇
、
吾
人
は
一
切
の
縦
湾
問
題
に
物
的
事
相
吉
、
心
的
道
徳
的
事
相
を
伶
L
ご
翻
し
、
経
済
事

の
濁
立
を
害
せ
や
し

τ、
倫
理
的
評
債
を
採
入
れ
得
べ
し
ご
考
ふ
る
を
以
て
、
今
そ
の
設
を
採
ら
宇
o

次
仁
術
注
意
す
べ
き
は
、
道
徳
的
問
恨
値
判
断
が
人
に
よ
り
そ
の
締
結
を
異
に
す
る
こ
ご
め
る
ぺ
き
こ
ご
を
、
刑
耐

介酌
すす
るる
』の
ご徐、f也
せめ
んる
カヨ ア
、~一
品 ご

日な
1; 

)1[; 
里占

付
円。
ロ
円

'" 0. 
の
新
版
経
済
政
策
論
中
、
説
〈
所
あ
る
や
以
1
、
以
下
紹

枇
合
政
策
問
題
の
虎
理
に
蛍
ふ
り

ぞ
の
道
徳
的
問
恨
値
判
断
上
、
認
識
の
諸
結
果
に
よ
h
要
求
さ
れ
得
ぺ
き

ヲ
日

F
、

ム
M
占

M
m
2
ζ

必
然
的
一
般
通
用
カ
を
備
へ

F
る
こ
ご
を
・
考
ふ
べ
き
は
素
よ
ふ
り
な
り
、
認
識
は
外
商
的
知
覚
、

経
験
の
諸
物
鵠
よ
hJ
鵬
首
程
す
る
も
、
道
徳
的
判
断
は
絡
局
に
於
て
は
理
想
に
基
ヴ
き
、
立
讃
す
べ
か
ら
や
駁

撃
す
べ
か
ら

F
る
、
世
界
観
の
諸
元
素
を
土
豪
ご
す
、

こ
の
道
徳
的
問
問
値
判
断
が
、

一
般
に
承
認
さ
る
、
の

外
な
が
る
吋
き
こ
ご
は
、

立
澄
吉
れ
得
吋
き
に
非
?
、
寧
ろ
そ
の
判
断
が
事
費
上
、
如
何
な
る
範
国
迄
承
認

せ
ら
る
、
か
、
叉
そ
は
一
般
通
用
力
を
共
有
せ

F
る
も
、
貫
際
は
一
般
に
通
用
す
る
こ
子
炉
』
、
叙
説
[
得
る

に
過
ぎ
中
、
道
徳
的
判
断
は
必
然
主
観
を
離
れ

5
る
に
拘
は
ら
争
、
枇
曾
的
考
察
は
炉
、
る
判
断
を
断
念
す

る
を
得
宇
、

さ
れ
Y
」
か
、
る
贋
儲
判
断
、
己
、
研
究
に
合
ま
る
、
認
識
の
結
果
芭
の
差
別
を
、
白
か
ら
意
識

し

か
〈
て
そ
の
煩
値
判
断
を
、
外
面
的
経
験
に
基
づ
(
考
察
の
結
果
よ
b
出
来
る
丈
け
引
分
り
、
叉
そ
の
一

前

愉
問
主
組
問
と
の
聞
係

(
部
一
一
冊
二
凡
五
)

F、
宝E

第
二
十
巻

議

者 Cf.Gnmtzel， op. cit.. S5. .196， 197 
桝 Cf.Conrad. Volkswirtschaftspolitik， 10. Aufl. '23 55. 4. 5・



~注

議

第
一
一
十
容

(
第
一
瞬
二

λ
大

)

二

λ
六

倫
瑚
と
経
摘
、
と
の
胸
係

判
断
を
生
h
u

ぺ
己
最
終
の
土
憂
を
尋
ね
、

そ
の
世
田
抑
制
酬
の
相
違
に
つ
れ
、
意
見
の
相
蓬
ゐ
る
こ
己
世
、
明
hr

に
せ
ん
司
』
子
ぜ
期
す
ぺ
し

己
(
比
論
旨
に
関
聯
し
て
、
相
稿
「
遊
山
置
か
主
主
」
特
に
ま
一
耐
十
三
巷
六
八
の
頁
事
懇
素
よ
り
道
徳
的
判
断
が
客
観
的
に
立
定
せ
ら
る

る
の
盟
、
全
く
な
し
ご
す
べ
き
や
否
や
に
つ
き
て
は
、
自
h
r
ι

議
論
あ
る
べ
し
吉
雄
も
、
今
姑
ら
く
之
を
詳
察
せ

すZ

O 

四

枇
品
目
改
良
の
た
め
に
す
る
現
努
力
の
諸
特
色
中
、
最
も
有
望
叉
重
要
腕
す
べ
き
は
、
良
ら
〈
は
現
に
枇
曾
改
良

に
於
げ
る
道
徳
的
一
冗
素
の
揚
言
を
、
高
め
行
〈
こ
ご
に
如
〈
は
な
し
ご
の
論
旨
を
掲
げ
つ
、
、
英
文
経
済
問
中
的
文

献
に
於
げ
る
か

7
G色
彩
濃
厚
化
の
来
歴
を
、
叙
説
せ
る
出
]
宮
枇
曾
改
良
僻
書
中
の
一

rは
、
精
細
周
到
な

b

古
す
る
を
得
す
、
又
必
宇
じ
も
整
へ
hd
ご
す
る
ぞ
得
ざ
る
が
如
き
も
、
偶
々
個
人
主
義
及
自
由
競
争
の
強
雪
圭
長

者
が
、
英
国
皐
者
間
い
い
輩
出
せ
る
の
事
賞
あ
る
が
た
め
に
、

一
一
周
の
値
あ
る
が
如
き
心
地
す
、
そ
の
所
説
は
院
に

以
上
論
じ
来
れ
る
所
を
、
敷
街
す
る
に
過
ぎ
ぎ
る
の
嫌
な
し
ご
せ
・
2
る
も
、

か
〈
考
ふ
る
が
た
め
に
以
ド
引
設
す

る
こ
ピ
、
せ
り
。

(イ)

百
年
前
迄
枇
曾
改
良
の
要
旨
は
、
天
賦
人
権
又
は
自
然
法
た
り
、
経
済
問
中
の
要
旨
は
自
由
放
任
た
り
き
、
然

る
に
今
や
牧
良
の
要
買
は
協
力
た
り
、
経
減
問
中
の
要
旨
は
人
格
に
あ

b
、
か
〈
設
か
ば
一
部
の
人
に
は
.
依
り
に

Bliss. Th~ New Encyclofedia of Soci~l Reform， .pp. 780， 781・* 



終
凱
的
見
解
に
流
る
、
が
如
〈
思
は
れ
ん
も
、
試
み
に
想
へ
、
個
人
主
義
、
枇
合
主
義
の
改
良
家
、
否
無
政
府
主

義
的
改
良
論
者
さ
へ
も
、

凡

τ
協
力
を
求
め
、
又
桐
人
主
義
の
抑
制
務
間
半
者
ご

L
て
、
枇
曾
主
義
を
恐
る
、
理
由

が
、
此
主
義

ωた
め
に
人
心
を
旗
康
せ
し
め
ん
芭
信
壱
る
黙
に
あ

b
、
批
合
主
義
の
経
済
感
者
同
主
義
を
求
ひ
る

廻
由
が
、
人
心
は
個
人
主
義

ω下
に
、
頬
康
し
つ
、
ゐ
り
さ
信
や
る
貼
に
あ
る
を
。
索
よ
h
現
今
凶
兆
候
も
な
き

に
非
守
、
印
も
幾
多
の
枇
合
主
義
改
良
論
者
は
、
危
険
に
も
不
道
徳
的
唯
物
主
義
に
近
づ
か
ん
ご
し
、
幾
多
の
倒

人
主
義
終
・
燐
向
学
者
は
、
俗
人
の
行
動
を
支
配
す
ペ
し
ご
、
期
待
し
得
，
へ
き
唯
一
の
も
の
は
、
物
質
的
利
己
に
あ
り

シ
ニ
ツ
タ

己
す
る
、
犬
儒
事
波
山
り
信
僚
に
近
づ
か
ん
ご
す
、
叉
庁
年
前
に
現
存
せ
[
道
徳
的
元
素
を
、
純
視
す
る
の
弊
も
疑

も
な
〈
存
し
符
べ
し
、
郎
も
天
賦
人
格
の
出
晶
子
設
は
、
仰
岡
革
命
を
育
虞
ら
〈
は
叉
米
岡
草
命
を
生
み
た
る
も
、
そ

の
事
業
は
間
々
最
も
道
徳
的
な
る
、
献
身
及
犠
牲
ぞ
以
て
途
げ
ら
れ
た
る
の
事
買
は
、
続
税
き
れ
易
し
、
此
ニ
ご

た
る
常
世
に
於
て
往
々
見
る
が
如
〈
、
枝
葉
の
倫
理
解
析
に
趨
る
の
柿
、
過
度
仁
洗
れ
て
結
局
何
物
を
も
獲
争
、

情
身
の
大
国
H

を
忠
る
、
の
弊
、
又
は
帥
別
行
の
本
日
却
を
周
み
歩
、
外
来
の
目
新
ら
し
き
町
山
想
迫
随
に
、
日
も
亦
足
ら

F
L
の
弊
に
照
し
、
大
に
考
ム
ペ
き
知
な
る
が
、
そ
は
兎
も
角
的
E
F
に
よ
り
一
弔
さ
れ
た
る
、
経
済
組
十
理
師
究
の

精
神
に
つ
き
て
も
、
同
じ
見
地
よ
り
見
る
べ
き
も
の
ゐ

h
、
的
ち
氏
の
経
済
的
学
に
つ
き

J
[
O
}
d
F
O

は
評
し
て
日

〈
、
「
二
凱
念
は
諸
岡
氏
の
宮
の
各
論
回
日
毎
に
織
込
ま
る
、
伺
人
自
由
の
最
上
須
佐
に
つ
き
で
の
信
念
は
そ
の
一
な

h
、
人
の
自
愛
は
抽
仰
の
踊
迎
た
り
、
各
伺
人
は
自
己
の
利
議
を
追
随
す
る
こ
ご
に
よ
り
、
高
人
の
一
珊
赴
を
増
進
し

論

叢

倫

mと
粧
抽
聞
と
白
胸
係

第
ニ
十
巻

(
第
一
一
世
二
人
士
V

二
λ
士



論

護

倫
理
主
経
済
と
の
閥
ぷ

第
二
十
を

(
第
一
焼
ニ
λ
入
)

λ 

凡

っ
、
あ
り
Z
の
、
確
信
は
そ
の
こ
な

h
L
z
o
(本
誌
十

λ
巻
一
晩
七
三
頁
品
世
間
)

へ
吾
人
自
身
の
問
に
於
り
る
快
陥
を
忘
れ
守
、
過
去
の
道
徳
的
元
素
を
抑
制
現
せ

F
る
も
、
倫
認
む
る
の
要
ゐ
る

は
、
経
済
問
学
が
前
世
紀
中
特
に
英
蘭
に
於
て
、
著

L
〈
道
徳
化
さ
れ
、
現
今
諸
方
面
に
於
げ
る
一
耽
合
改
良
の
た
め

に
、
弘
〈
行
渡
れ
る
努
力
は
、

εれ
白
陸
ご
し
て
道
徳
的
街
動
の
深
刻
及
繍
大
を
、
意
味
表
徴
す
る
こ
ご
な
h
、

回
同
聞
の
『
C
H

言
へ
る
が
如
く
、
奮
経
済
事
特
に
印

Z
P
の
後
継
者
に
あ
り
て
に
、
山

E
F
自
身
に
於
け
る
よ
り
も
、

人

7
f目
寸
る
に
軍
純
な
る
経
済
人
、
金
儲
け
の
動
物
滅
し
た
り
、
然
る
に
現
時
の
経
済
準
特
に
心
理
拳
振
の
経

済
率
は
、
人
を
考
察
す
る
に
を
の
ゐ

h
の
偉
の
人
性
に
於
て
す
、

既
史
仮
の
経
済
事
も
然
h
z
雄
も
、

そ
の
程
度

は
劣
れ

h
、
叉
奮
経
済
皐
の
目
的
は
、
主
ご
し
て
物
質
的
生
産
の
概
鮪
よ
b
、
諸
図
民
の
官
を
考
察
し
た
り
、
現

今
経
済
間
半
は
砂
〈
ご
も
分
配
問
題
及
叫
労
働
者
の
辛
繭
に
、
著
L
〈
増
大
せ
る
注
意
を
梯
ふ
、
純
科
事
、
経
済
純
理

た
る
こ
ご
謡
か
に
少
く
、
賓
地
の
方
策
た
る
こ
古
遥
か
に
多
き
に
至
れ
hJ
、
此
愛
化
は
主
ご
し
て
冨
自
の
功
に
腸

す
べ
〈
、
少
く
ご
も
先
づ
そ
の
著
書
に
於
て
頴
著
ご
な
れ

h
、
そ
の
経
済
皐
初
版
序
言
(
-
λ

四
八
年
)
中
に
は
左
の

一
節
あ

h
、

本
薯
の
目
論
・
味
は
、
〉
合
目
的
自
任
の
著
書
以
来
、
突
拍
嗣
に
於

τ一
公
け
に
き
れ
た
る
、
何
れ
の
経
済
準
論

著
の
仕
組
ご
も
異
れ
り
、

本
書
が
徹
頭
徹
尾
諸
原
理
ご
そ
の
臆
周
子
乞
組
合
は
せ
ん
ご
す
る
は
、

そ
の
眼
目
の
特
色
た
り
、
軍
に
経



済
息
干
の
諸
普
通
原
理
を
設
り
る
も
の

Z
L
て
は
、
本
著
に
匹
敵
L
、
否
本
著
に
勝
る
も
の
あ
る
べ
き
も
、
是

等
の
著
書
古
本
吉
芭
を
分
つ
べ
き
、
主
眼
も
亦
弦
に
あ
h
、
此
一
勅
そ
れ
向
健
ご
し
て
阪
に
本
著
に
合
ま
る

る
諸
観
念
及
諸
題
目
が
、

一
科
の
抽
象
的
思
索
ピ
し
て
考
へ
ら
れ
た
る
、
柑
帆
臨
明
皐
中
に
合
ま
る
、
も
の
に
比

し
、
進
か
に
多
き
を
合
意
す
、
寅
際

ω目
的
よ
り
せ
ん
か
、
経
済
事
は
他
の
数
多
き
諸
科

ω枇
曾
哲
事
正
不

可
分
的
に
織
綜
せ
ら
る
、
惟
ふ
に
枝
葉
の
細
目
に
一
且
る
こ
さ
以
外
に
於
て
は
、
賞
際
問
題
に
し
て
経
済
皐
上

の
諸
般
設
の
み
に
訴
へ

τ、
解
決
し
得
べ
き
も
の
虞
ら
〈
は
一
つ
も
な
し
、
純
経
済
問
題
た
る
性
質
に
、
最

も
近
き
も
の
じ
っ
き
て
見
る
も
倫
然
り
、
貨
に

〉
品
卸

E
m
E
-
H
F
は
治
次
に
も
此
異
現
を
忘
れ
争
、
又
そ
の

経
済
且
干
の
路
用
上
、
純
経
済
皐
に
よ
り
授
け
ら
る
べ
き
、
考
量
以
外
の
考
量
に
絶
b
や
訴
へ
、
叉
屡
々
一
層

博
大
な
る
考
量
に
訴
へ
た

b
、
故
に
そ
の
読
者
を
し
て

出

E
p
r
は
、
貴
地
賂
用
の
た
め
、
縄
済
拳
の
諸
原

理
に
精
通
せ

h
z
、
至
嘗
の
根
擦
に
よ
h
戚
銘
せ

L
U、
之
が
允
め
に
叉
世
に
抑
制
済
血
干
の
著
書
は
多
き
中

に
、
当
2-与
え

Z
弘
吉
ロ
ω

の
み
は
普
通
読
者
の
閥
じ
も
、
愛
護
さ
れ
し
の
み
な
ら
や
、
毛
の
設
を
し
て
時

人
及
立
法
者
の
勝
視
に
、
張
〈
印
せ
し
め
た
b
。

本
著
者
の
見
る
所
仁
よ
る
仁
、
を
の
職
分
よ
胃
り
す
る
も
普
通
概
念
ょ
、
り
す
る
も
、
〉
含
日

m
E
B
の
立
場

を
踏
襲
し
、
唯
現
代
に
於
け
る
一
屠
博
き
知
識
Z
、
進
歩
廿
一
る
諸
観
念
ご
に
遁
慮
せ
ん
こ
さ
に
努
め
た
る
一

著
書
は
、
現
今
経
済
盤
上
必
要
視
す
ぺ
き
、

一
穂
の
貢
献
Z
す
ぺ
し
。

論

君主

倫
理
と
輯
務
と
の
闘
再

第
二
+
巻

(
第
一
強
ニ
λ
丸
)

一A4丸



論

議

倫
理
と
紐
済
と
申
闘
係

第
二
十
巻

(
第
一
旗
ニ
九

O
)

九
0 

は
、
宮
日
以
来
経
済
率
一
時
、
歩
一
歩
道
徳
的
に
延
び
行
き
た
り
、
か
〈
て
巴
可
数
授
は
経
済
基
を
三
紀
に
分

τ

b
(前
調
書
九
五
及
ー
丸
太
瓦
参
周
)
卸
ち
そ
の
初
め
経
済
貨
物
は
眼
目
正
せ
ら
れ
、
之
が
生
産
は
人
の
意
志
正
無
関
係
た
る

ぺ
き
、
溺
立
の
一
過
程
た
る
か
の
如
〈
取
扱
は
れ
た
り
、
格
端
な
る
一
著
者
の
如
き
は
、
富
の
生
産
を
支
臨
す
4

-
き
諸
法
則
が
、
人
存
せ
F
る
も
亦
恰
も
そ
の
法
則
ざ
し
て
、
存
す
る
が
如
き
も
の
た
る
べ
し
芭
迄
極
言
せ
b
、
次

い
で
諸
経
済
貨
物
仁
っ
き
人
ご
の
関
係
を
究
む

Z
L、
貨
物
の
生
産
消
費
に
伴
ふ
ぺ
き
諸
枇
曾
闘
係
は
、

屠
Jtlll 

か
に
研
究
せ
ら
れ
、
最
後
に
最
初
に
起
れ
る
が
如
き
考
へ
方
ご
金
〈
反
謝
に
、
極
端
相
且
干
の
起
鮪
及
鯵
貼
は
入
に
あ

句

(
問
。
月
r日
目
立
吉
)

正
明
言
す
る
に
至
れ
り
、

E
Z喜
夫
人
の
経
済
準
小
著
に
窺
は
る
べ
き
経
済
事
の
定
義
は

、
第
一
種
山
見
解
を
よ
〈
表
明
せ
る
も
の
ご
見
る
を
得
べ
し
、

ぞ
は
下
の
如
(
設
け

b
、
郎
も
部
積
率
は
宮
の
性

質
ご
、
そ
の
生
産
、
交
換
及
分
配
を
律
す
べ
き
諸
法
則
ご
を
、
研
究
す
ぺ
吉
皐
問
な
り
正
、
次
に
』
・
印
・
百
一
口
の

著
書
に
窺
は
る
、
経
済
事
の
定
義
は
、
第
二
穏
見
解
の
、
可
な
h
明
確
な
る
一
表
明
な
b
、
日

f
経
済
事
の
諸

著
者
は
、
富
の
性
質
並
に
そ
の
生
産
及
分
配
の
諸
法
則
ご
し
て
、
そ
の
中
に
は
普
ね
(
人
間
願
望
の
物
鑓
た
る
べ

量

こ
の
富
に
関
す
る
人
の
紋
況
、
叉
は
一
人
間
枇
曾
の
紋
況
が
、
賑
か
に
せ
ら
れ
又
は
・
ぞ
の
逝
ま
E
な
さ
る
べ

き
、
あ
ら
ゆ
る
原
因
の
作
用
を
直
接
間
接
に
、
包
合
せ
る
も
の
を
数
へ
又
は
研
究
せ
ん
Z
す
E
、
か
、
る
定
義
に

よ
ら
ん
か
、
諸
枇
曾
闘
係
は
経
済
撃
の
正
面
仁
立
て
ら
る
、
こ
芭
な

L
Z
す
る
も
、

吉
乍
ら
そ
の
后
門
よ
り
呼
込

ま
る
、
ニ
吉
、
な
る
べ

L
、
第
三
組
の
例
設
Z
し
て
巴
可
の
翠
ぐ
る
所
は
、

ミ

ジ

ガ

y
大
準
教
授
国

g
E山、の・



EEω
が
そ
の
経
済
的
半
講
義
録
。
注
目
ロ

g
a
r
s
-
E
Z窓口

H
V
O
庄
内
包
阿
佐
自
。
E
可
第
二
版
(
一
λ
λ
A
年
)
中
総
務

問
中
仁
っ
き
設
り
る
も
の
仁
あ

h
、
即
ち
臼
〈
経
済
撃
は
産
業
枇
舎
を
取
扱
ふ
、
そ
の
解
析
的
一
科
聞
宇

F
Lて
の
目

的
は
、
人
々
の
産
業
的
行
動
を
説
明
す
る
に
あ

h
、
そ
の
建
設
的
一
科
皐
Z
し
て
の
目
的
は
、
産
業
一
枇
舎
の
組
成

及
経
理
の
た
め
e
に
、
科
事
的
合
理
的
基
礎
た
る
ペ
き
も
の
を
、
啓
明
す
る
に
あ
b
E
。

二
、
さ
れ
刊
と
現
代
が
経
済
皐
界
に
於
り
る
、
何
れ
の
進
歩
に
負
ふ
よ
胃
り
も
、
負
ふ
所
二
府
多
き
は
、
【
UR--。・同戸
γ

ウ
エ
ル
旬
、

y『
V
4胸

V
F

件

目

ロ

の

如

き

、

道

徳

的

大

改

良

論

者

な

り

‘

富

ご

は

善

〈

暮

す

こ

E

な

り

、

人

目
「
同
釦
己
ロ
の
め

冨
E
E
E

叶。
-ω
円。可

生
は
肉
以
上
な
り
、
人
は
財
産
を
有
す
ぺ
〈
し
て
、
財
産
は
人
を
領
す
べ
き
に
非
十
ピ
の
親
念
に
つ
き
て
は
、
如

何
な
る
齢
制
逗
改
良
論
者
よ
ち
も
、

H
g
r
E
に
負
ふ
所
ゐ
h
J
、
吾
人
に
は
人

Z
L
τ
の
可
能
性
を
高
時
、
一
魁
曾
上

経
済
上
の
諸
服
偽
を
抑
へ
て
、
異
人
格
を
剥
彰
す
る
の
責
あ

h
z
考
ふ
る
に
歪
h
し
は
、

P
ュ
1
0
に
負
ふ
腕
な

、59
‘
現
時
の
激
舎
が
基
督
教
波
枇
曾
主
義
に
査
す
は
、
主
ご
し
て
出

E
ュ
日
に
負
ふ
所
な
り
、
義
務
は
権
利
よ

ち
も
偉
大
な
b
、
紳
は
唯
物
主
義
以
上
た
る
を
、
何
人
よ
b
も
強
〈
高
論
せ
る
は
宮
E
N
E
な
b
、
個
人
主
義
者

に
犠
牲
の
偉
大
を
致
ゆ
る
ご
吉
、
何
れ
の
人
よ
・
り
も
多
か

b
し
は
吋
o-拝
。
可
な
り
、
数
曾
以
外
よ
b
せ
る
改
良
論

道
徳
化
に
、
最
も
深
(
貢
献
せ
る
も
の
ご
し
て
は
、
上
記
の
如
き
人
々
に
よ
る
も
の
、
外
、
山
阿
賀
設
事
振
及
協
明
近

(ホH命
、 王唱

21 蓮
3.勤
皇.に
会 よ

る
出 a

" 仇
~.φ 
sぁ
1;1 '0 

i¥.. 
九

年

月
〉
D.. 
D.. 
R 
由

。
ロ

富
。

z-
E
L
河内ロ向日。
E
m。乱
"
-
E
E
中
に
言
へ

言肯

震

倫
理
ー
と
鱈
済
企
白
岡
係

ー
第
一
一
十
棒

(
第
一
統
ニ
丸
一
)

ゴL



倫
理
正
輝
済
と
白
岡
冊

h
J
、
賃
設
主
義
の
枇
曾
的
中
心
格
言
は
、
諸
政
治
的
利
害
そ
し
て
諸
道
徳
的
義
務
仁
譲
歩
せ
し
む
る
に
あ
h
、

論

讃

第
二
十
密

(
第
占
蛾
二
九
ニ
)

九

ー，
句ピ

の
目
的
ざ
す
る
所
は
、
人
道
の
宗
致
、
人
の
奉
仕
に
あ
り
、
而
し
て
米
欧
に
於
げ
る
倫
理
的
化
育
を
、
目
的
己
す

る
諸
協
曾
Z
し
て

d

そ
の
目
的
ざ
し
て
誓
へ
る
所
は
、

を
の
曾
員
の
道
徳
生
活
吉
、
枇
曾
の
道
徳
生
活
Z
を
高
山
阿
h

な
ら
し
む
る
に
あ
り
、

そ
の
協
曾
は
何
蕗
に

τも
、
枇
曾
改
良
の
道
徳
的
方
面
に
つ
き
、
注
意
を
喚
起
し
っ
、
ぁ

b 
e へ

、
寄
人
の
題
目
Z
す
る
所
、
批
曾
改
良
の
道
徳
的
元
素
に
存
す
る
は
、
記
憶
寄
る
べ
き
駄
な
る
に
、

は
枇
舎
が
道
徳
的
に
、
進
み
つ
、
あ
る
や
を
疑
ふ
(
犯
単
一
噌
却
を
想
ヘ
)
郎
も
般
A

ザ
ば
』
・
旨
-
巧
E
Z
P
忌
百
同
E
n
E
S

一
部
の
人

。
『
開
同
区
内
切
己
唱
。
ロ
問
。
。
回
。
呂
町
内
P

R包
括
盟
主

J
F
F
h巳
r
m
n・
』
ロ
ロ
♂
同
∞
∞
∞

は
言
へ

h
、
「
印
官
一
任
及
そ
の
諸
問
弟

は
、
円
百
円
。
民
E
に
よ
h'
設
が
れ
し
如
、
草
原
子
の
渦
容
に
よ
h
、

一
の
経
済
的
整
頓
組
織
を
生
む
べ
し

Z
想
像
せ

る
が
、
そ
の
渦
容
の
自
然
的
結
果

Z
L
て
、
吾
人
は
現
今
産
業
界
に
於
て
、
道
徳
的
混
沌
に
脅
か
さ
る
、
剣
橋

出
・
印
丘
四
三
島
激
授
の
如
き
、
R

公
平
な
る
一
椀
想
者
も
、
引
綴
り
る
守
闘
及
競
守
の
た
め
に
、
生
み
出
古
れ
し
反

枇
曾
的
気
分
及
心
的
態
度
を
評
論

L
、
産
業
の
個
人
主
義
的
会
組
織
は
、
之
に
件
ふ
物
質
的
長
所
あ
b
記
し
て

も
、
根
本
的
に
風
俗
を
壊
乱
せ

L
む
ざ
の
、
非
難
を
入
毛
、
の
品
開
地
な
き
ゃ
h
f
閑
へ

h
、
そ
の
問
は
回
忌
ω
拝
の

。EE
E
教
授
に
よ
h
答
へ
ら
れ
た

h
、
屡
々
可
な
b
堂
々
た
・
9
Z
す
べ
き
諸
島

a

校
の
倫
理
吉
、
異
れ
る
倫
理
Z
L

て
我
曾
際
界
に
行
は
る
、
も
の
は
、
最
も
低
き
な
慾
主
義
及
最
も
野
部
な
る
道
徳
的
唯
物
主
義
に
局
限
せ
ら
る
E
。



米
国
の
政
治
的
諌
言
者
も
、
亦
霧
を
通
し
て
波
濡
の
寄
せ
〈
る
を
聞
昔
、

ぞ
の
見
張
場
よ
h
「
前
途
危
険
」
な
b

古
叫
び
つ
つ
あ
b
、
印
Z

目
見
町
教
授
は
言
へ
り
、
世
界
中
何
蕗
を
捜
ー
も
、

金
権
政
治
の
危
険
に
就
き
、
米
国
に

於
け
る
程
恐
る
べ
き
は
な
L
、

-
・
現
に
そ
の
問
題
は
、
民
主
主
義
に
謝
す
る
死
活
の
問
題
ご
し
て
現
存
す
、

吾
人
の
前
途
に
積
は
る
事
業
は
、
枇
合
躍
の
異
根
帯
よ
り
、
道
徳
カ
及
政
治
的
道
徳
の
、
生
気
滋
捌
た
る

暗
闇
備
を
、
要
す
べ
き
も
の
な
り
ピ
。

川
、
さ
れ
ど
是
等
弊
害
の
承
認
言
、
是
等
弊
害
を
匡
正
せ
ん
Z
す
る
努
力
ご
は
、

一
肱
曾
改
良
を
噺
笑
す
る
者
も
、
徐
儀
な
〈
「
宮
の
繭
-
菅
」
を
弱
行
す
る
が
如
き
、
従
前
に
な
か

h
し
所
な
b
、
叉
時

一
進
歩
を
示
す
、
富
者
に

L
て

代
の
最
良
兆
候
の
一
つ

Z
L
て
、
慈
善
が
唱
し
〈
評
論
せ
ら
れ
、
・
そ
の
始
め
貧
者
よ
b
傘
へ
る
も
の
を
、
貧
者

ω

み
に
奥
ふ
ぺ
し
ご
し
、
貧
慾
否
展
ら
〈
は
詐
欺
に
よ
b
積
立

τた
る
も
の
を
、
諸
大
事
H
A
慈
善
囲
館
に
寄
附
す
ぺ

し
正
す
る
貼
に
於

τ、
今
日
程
盛
ん
な
る
こ
ご
決
し
て
な
か
り
き
。

衆
生
の
愛
を
以

τ、
現
時
の
如
き
反
目
に
代
色
し
な
べ
量
、
協
カ
主
義
の
一
一
枇
舎
を
理
想

E
L、
又
そ
の
祉
曾

に
あ
b
て
は
、
そ
の
創
基
者
芭
し

τの
職
分
上
、
自
己
を
も
枇
曾
を
も
共
に
梼
皮
す
ぺ
君
、
人
の
暢
逮
に
何
等
の

制
限
あ
る
を
、
得
F
る
べ
し
正
せ
る
米
入
国
2
守
口
命
日

0
3門
戸

F
1
竺
入
四
七
|
一
九
O
三
年
}
主
張
せ
る
如

f
、

吾
人
は
今
や
「
一
新
良
心
」
を
展
ば
し
っ
、
あ
h
、
叉
久
し
き
以
前
に
冨
E
N
E
は
草
し
た
b
、

「
各
政
治
問
題
は

一
の
枇
曾
問
題
ご
な
h
っ
、
あ
b
、
又
各
枇
舎
問
題
は
念
劇
に
一
宗
滋
問
題
ご
な
り
つ
、
あ
h
」
正
、
又
区
山
一
昨
岳
町
唱

諭

叢

倫
理
主
鱈
梼
と
由
聞
係

第
二
+
巷

円
第
一
蹴
ニ
丸
三
)

丸



論

叢

倫
理
と
艇
演
と
白
聞
係

第
-
4

十
巻
(
第
二
盟
三
九
四
}

九
四

r
g
Eは
文
明
を
定
義
し
て
、
「
会
枇
舎
館
を
人
進
化
し
、
調
和
を
得
て
異
に
人
情
あ
る
生
活
に
、
之
を
化
育
す
る

ニ
ご
な
h
」
ご
し
た
り
、

ニ
は
現
在
の
文
明
に
つ
き
異
な
ら
す
正
す
る
も
、
砂
〈
ピ
も
現
在
仁
於
り
る
枇
曾
z
改
良

の
、
目
的
及
一
努
力
な
り
。
(
未
完
)


